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令
和
２
年
度 

当
初
予
算
か
ら

問　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

達
成
年
次
は
10
年
後
で
あ
る
。

10
年
先
を
見
据
え
、
国
が
推
進

す
る
地
方
創
生
に
向
け
た
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
公
民
連
携
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
示
す
目
標

の
追
及
は
、
自
治
体
の
課
題
解

決
に
貢
献
し
、
地
方
創
生
に
資

す
る
と
考
え
る
。
企
業
な
ど
と

連
携
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
と
い
う
理
念
に
沿
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
対
す

る
理
解
を
ど
う
深
め
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
職
員
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
１
月
に
講
師

を
招
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

研
修
を
実
施
し
た
。
今
後
も
総

合
計
画
を
理
解
す
る
た
め
の
研

修
に
内
容
を
盛
り
込
む
な
ど
、

機
会
を
捉
え
て
取
り
組
む
。

問　
近
隣
市
町
と
の
広
域
連
携

で
本
市
の
役
割
は
何
か
。

市
長　

現
在
の
関
係
を
継
続

し
、
着
実
な
行
政
運
営
に
努
め

る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
施
策
推
進
に
お
い

て
成
果
が
期
待
で
き
る
場
合
は

更
な
る
連
携
に
取
り
組
む
。

問　
ま
ち
づ
く
り
と
財
政
基
盤

強
化
の
両
立
に
向
け
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

市
長　
当
初
予
算
編
成
に
お
い

て
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
の
市

債
の
借
り
入
れ
や
、
公
共
施
設

整
備
保
全
基
金
な
ど
を
活
用
し

た
。
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
す
一
件
審
査
方
式
に
よ
る
事

業
費
の
見
直
し
も
行
っ
た
。

今
後
の
行
財
政
運
営

問　
去
年
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
や
台
風
被
害
の
影
響
な
ど
を

受
け
て
個
人
消
費
が
落
ち
込
む

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
よ
り

社
会
、
経
済
に
大
き
く
影
響
が

出
始
め
て
い
る
。
大
幅
な
事
業

の
見
直
し
な
ど
も
予
測
さ
れ
る

が
、
今
後
の
市
政
、
財
政
運
営

に
対
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　
社
会
や
経
済
の
変
動
に

伴
い
新
た
な
財
政
需
要
が
発
生

し
た
場
合
は
、
大
幅
に
事
業
を

見
直
す
な
ど
選
択
と
集
中
に
よ

り
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
対
策
へ
の
取
組

問　
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

対
策
本
部
会
議
を
開

き
、
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
原
則

中
止
や
小
・
中
学
校
の
休
校
、

公
共
施
設
の
利
用
中
止
を
決
定

し
た
。
今
後
、
国
や
県
の
情
報

を
注
視
し
対
応
し
て
い
く
。

出
産
お
祝
い
事
業
創
設

問　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

未
来
の
宝
の
出
産
を
祝
う
「
ひ

ら
つ
か
出
産
お
祝
い
事
業
」
を

提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
子
供
と
そ
の

親
に
お
祝
い
の
気
持
ち
を
表
す

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

他
市
を
参
考
に
本
市
ら
し
い
や

り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
施
設
入
所
待
機

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
待
機
者
の
状
況
と
今
後

の
整
備
の
見
通
し
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
の
待
機
者
は
３
６

３
人
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
３

年
度
に
か
け
て
１
０
０
床
の
施

設
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
合
浸
水
対
策
の
取
組

問　
豊
田
打
間
木
・
東
豊
田
、

問　
去
年
の
台
風
19
号
で
、
金

目
川
の
増
水
に
伴
い
冠
水
し
た

長
持
排
水
路
付
近
に
対
す
る
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
県
が
今
後
策
定
す
る
河

川
整
備
計
画
と
の
整
合
を
図

り
、
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

問　
河
内
川
の
越
水
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
進
捗
を
伺
う
。

市
長　
県
は
河
川
敷
地
内
の
流

下
断
面
を
広
げ
、
市
は
既
存
の

防
災
調
整
池
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
内
水
の
流
出
抑
制
を

行
う
対
策
を
進
め
て
い
る
。

問　
防
災
・
減
災
対
策
で
見
直

し
た
点
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
台
風
19
号
で
顕
在
化
し

た
課
題
の
検
証
に
基
づ
き
、
風

水
害
に
特
化
し
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を
進

め
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

平
塚
市
総
合
計
画

（
改
訂
基
本
計
画
）

問　
新
生
児
数
が
令
和
元
年
に

90
万
人
を
割
っ
て
86
万
４
千
人

と
な
り
「
86
万
人
シ
ョ
ッ
ク
」

が
起
き
た
。
本
市
で
も
未
婚
率

の
上
昇
や
晩
婚
化
な
ど
で
出
生

数
が
減
少
傾
向
で
あ
る
が
、
ど

う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
結
婚
の
希
望
が
か
な
え

ら
れ
る
よ
う
、
経
済
的
安
定
の

た
め
の
就
労
支
援
や
民
間
と
協

力
し
た
結
婚
支
援
を
進
め
る
。

平
塚
市
行
財
政 

改

革

計

画

問　
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用

に
つ
い
て
、
見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
ご
み
収
集
業
務
な
ど
で

民
間
活
力
の
導
入
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
た
な
方
針

も
並
行
し
て
策
定
す
る
。

問　
公
共
施
設
の
延
床
面
積
総

量
を
10
年
間
で
4
％
相
当
の
削

減
目
標
は
達
成
で
き
る
か
。

市
長　
令
和
２
年
度
中
に
策
定

す
る
個
別
施
設
計
画
で
具
体
的

な
方
策
を
示
し
て
い
く
。

奏
プ
ラ
ン
Ⅱ

問　
こ
の
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

ど
う
連
携
さ
せ
る
の
か
。

教
育
長　
持
続
的
な
成
長
や
発

展
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
貢
献
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
本
市
の

新
た
な
強
み
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は
、

公
明
ひ
ら
つ
か

永
田 

美
典 

議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
地
方
創
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
原 

栄
一 

議
員

社
会
の
変
化
に
市
政
運
営
は
選
択
と
集
中

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、

更
な
る
普
及
に
努
め
た
い
。

ス

タ

ー

ト 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

問　
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童

が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
に
適

応
で
き
る
よ
う
に
編
成
す
る
ス

タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施

の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
１
年
生
の
担
任
だ
け

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
学

校
全
体
で
協
力
体
制
を
組
む
な

ど
、
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

声や点字の
議会だより

　目の不自由な方に市議会の
活動状況をお伝えするため、
議会だよりの内容を音声化し
た「声の議会だより」を発行
しています。また、点字版も
発行しています。

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

　皆さんの意見や要望を議会
に伝え、市政に反映させる方
法として請願と陳情がありま
す。
　請願には賛同する議員の紹
介が必要ですが、陳情には必
要ありません。

請願・陳情を市議会へ

南
原
・
御
殿
、
河
内
地
区
に
お

け
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　

豊
田
打
間

木
・
東
豊
田
地
区
と
南
原
１
丁

目
・
御
殿
１
丁
目
地
区
で
は
バ

イ
パ
ス
管
渠き

ょ

設
置
工
事
を
、
河

内
地
区
で
は
河
内
川
の
上
流
域

に
あ
る
調
整
池
の
流
出
を
抑
制

す
る
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

消
防
団
員
の
報
酬
改
定

問　
報
酬
の
状
況
と
改
定
に
向

け
た
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
年
額
報
酬
は

他
市
よ
り
低
い
状
況
で
あ
り
、

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
の
戸
別
収
集

問　
モ
デ
ル
地
区
で
行
っ
て
い

る
社
会
実
験
の
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
ご
み
が
出
し

や
す
く
な
っ
た
と
の
声
が
あ

り
、
今
後
、
諸
課
題
を
整
理
し

て
、
モ
デ
ル
地
区
を
起
点
に
段

階
的
な
拡
大
を
考
え
て
い
る
。

消
え
た
道
路
標
示

問　
道
路
の
路
肩
の
白
線
や
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
が
消
え
か

け
て
い
る
箇
所
を
多
く
見
掛
け

る
。
改
修
の
見
通
し
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
路
面
標
示
は

計
画
的
な
修
繕
で
は
な
く
、
地

元
か
ら
の
要
望
や
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
必
要
性
を
判
断
し
、
随

時
引
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
営
岡
崎
住
宅
解
体

問　
解
体
の
見
通
し
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
元
年
度
中
に

５
区
画
の
う
ち
３
区
画
の
解
体

が
完
了
す
る
。
全
区
画
の
解
体

完
了
後
に
全
体
の
利
活
用
を
検

討
す
る
。

七
国
荘
の
敷
地
内
禁
酒

問　
４
月
か
ら
禁
酒
と
し
た
理

由
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
飲
酒
時
の
ト

ラ
ブ
ル
や
利
用
者
か
ら
の
意
見

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
来
の

在
り
方
を
検
討
し
、
福
祉
会
館

な
ど
を
一
律
禁
酒
と
し
た
。

　議会には、議員の調査研究のため、図
書室の設置が法律により義務付けられて
います。本市議会では、開かれた議会と
するため、市役所本館８階の議場前の開
放したスペースに議会図書室を設け、市
民・議会・行政が共同で利用できる環境
をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政府刊行
物や市の行政資料、地方自治や政策に関
する書籍・雑誌などがあります。また、
会議録や議会だよりを配架し、情報発信
に努めています。

議会図書室のご案内


